トライアングル　スマイル　中・長期計画
【保育園の運営】
　　※運営の目的や保育方針・理念等を確認し、より良い運営・保育を目指す。
1～3年目

＊第三者評価での結果を踏まえ、指摘事項について少しずつ改善し、5年後の
第三者評価では、施設・保育運営のより良好な評価を目指す。
　　　　＊PDCAサイクルの内容と必要性を職員と共有し、実施していく。
　　　　＊事業計画や事業報告、財務報告や苦情相談の実績をHPに掲載し、運営の透明
　　　　　性をより高めていく。

※保育日数・時間を利用者のニーズを考慮に検討する。
1～3年目

年度毎に振り返りを行い、利用者のニーズを把握し必要に応じて修正する。

※園児定員数の確保に努める。
１年目

＊昨年度の0.1歳児の定員割れを回避するため開始した一時保育や園庭開放など
の保育サービスを本格的に行っていき、園児の集客に繋げる。
　　　　＊HP・SNSなどで園の情報を周知する。

2～3年目

　　　　前年度の結果を踏まえ振り返りを行い、全体の95～100％を目指す。
　　※会計の収支を常に把握し、定期的に税理士と確認をしながら運営していく。
１年目

　　　　＊税理士の外部監査を実施し、前年度の運営の振り返りを実施する。
昨年度決算の結果を踏まえ、必要に応じて課題への取り組みを行う。
　　＊園児定員数の確保に努める。
＊ペーパーレス化やITC化の実施、電気水道やペーパータオル等の節約に努める。
2～3年目

＊前年度の実績を踏まえ、経費削減を目指す。
【保育・教育の内容】

＜保育計画・実施記録＞
　　　園の保育理念に基づき、各クラスが保育計画を立て、実施後には振り返りを行い
次年度に生かしていく。
1年目

＊クラスミーティングを定期的に行い、クラス内で子どもたち一人ひとりの情報
を共有する。そして、その内容を、全体ミーティングで全ての職員と共有する。
　＊職員同士で情報共有に漏れがないよう、仕組みを構築する。
2～3年目

　　　　年度切り替えにクラスの引継ぎを行い、子ども一人ひとりの成長に合わせたカリ
キュラムを作成する。
＜行事＞　
行事前は行事の担当を決め、職員が協力し合いながら準備を行っていく。
行事後は、職員反省会・保護者アンケートを行い次年度に反映させていく。
１年目
＊コロナウイルス感染症が5類になった昨年度で実施したことを参考に、各行事
の開催方法を検討し実施していく。
＊行事前は行事の担当を決め、職員が協力し合いながら準備を行っていく。
　　　行事後は、職員反省会・保護者アンケートを行い次年度に反映させていく。
2～3年目

　　　＊年度毎に振り返りを行い、その内容を考慮した上で年間行事を決定し実施する。
＜健康管理・衛生管理＞
※職員が健康・衛生管理の認識と対応方法を理解し、実施していく。
１～3年目

＊保育士・看護師・栄養士が連携をとり、子どもたちの毎日の健康に配慮する。
＊感染対策を徹底し、感染症の対応について保護者に周知し協力をお願いする。
＊年度毎にマニュアルを見直し、必要に応じて修正を行い改善していく。

※園児は、年に２回の健康診断及び歯科検診を実施、職員は年1回の健康診断を
実施する。
１～3年目

＊園医と連携し、園児の検診を実施する。
＊健診結果を保護者に周知し、園内でも情報を共有する。

＜安全対策と事故防止＞
※マニュアルを職員で共有し、訓練を行いながら緊急時に対応できる体制を整える。
  1年目

      ＊地震が多く発生していることから、防災についての意識をより高め、避難訓
練を見直し実施していく。
　　　　　＊災害時に園長が不在だった場合の責任と権限を明確にする。
　　　　　＊事業継続計画（BCP）を作成し、職員・保護者に周知する。

2～3年目

        　前年度の結果を振り返り、当年度の計画を作成し実行していく。
　※ヒヤリハットを作成し、定期的に振り返り安全を確保する。
　　　　1～3年目
　　　　　＊ヒヤリハット作成を徹底させ、職員で内容を共有する。
　　　　　＊園内研修等を行い、事故のない安全な保育を目指す。
＜保護者対応＞
鶴見区の地域性を考慮し、通知方法を工夫しながら、保護者との情報共有を徹底し
ていく。
1年目
＊緊急連絡・登降園システム・連絡帳等、アプリでの利用を定着させていく。
＊保護者の育児相談があった場合は、対応する。担任が判断できない場合は、
園長・主任に相談の上が対応する。

＊苦情解決の仕組みを保護者に説明し、苦情があった場合は、保護者の思いを
受け止め、真摯に対応していく。
＊障害や発達上の支援を必要とする子どもとその保護者に対して、十分な配慮
のもと保育や支援を行う。
2～3年目
前年度の実績や保護者アンケート（園の自己評価）の結果を踏まえ、より良い
保護者対応を検討し実施していく。
＜地域交流＞
　　　現在までやってきたことを継続しながら、新たな交流にも参加し、地域との交流を
深めていくとともに、地域に貢献できるよう努めていく。
1年目

＊鶴見区の「さくらんぼの会」に参加し、保育を提供する。

　　　　　＊小学校と交流ができるようにする。
＊一時保育・園庭開放を本格的に行う。
　　　　　＊ホームページ・インスタグラム等で園の情報の配信を継続する。
　　　　　＊警察署（不審者訓練）や消防署（見学や防災訓練）などで連携を持つ。
　　　　　＊おいもほりで近隣の農家との交流を行う。

2～3年目

　前年度の実績を踏まえ振り返りを行い、課題への取り組みを行う。
【職員の勤務】
＜雇用＞
　園児定員数に合った人材を確保するとともに、職員が働きやすい環境作りとローテー
ション保育士や必要な時間帯で勤務できる人材雇用に努める。

　※年度の入園・在園児の人数を把握し人材を確保する。

1年目
＊ボランティアや実習生の受け入れを検討する。マニュアルの作成。
＊職員の人材を確保するため、園の情報をHP・SNS・求人情報サイトなどで配
信し、また専門学校等にも求人を申請し、募集する。
2～3年目
＊前年度の結果を踏まえ、募集方法を検討していく。
※就業規則・服務規程を理解した上で、勤務しやすい環境作りに務める。また、個々
の職員の勤務状況を理解・把握し、状況確認をしながら対応していく。

1～3年目
　　年度毎に園長・職員との面談を行い、より働きやすい環境を整えていく。
＜業務の質の向上＞
　職員一人ひとりにあった「業務の質の向上」ができるよう、研修、自己評価等を行い
個人面談も定期的に行っていく
1年目

　　　　＊園内研修やキャリヤアップ研修を受講していく。
　　　　＊全職員1人ひとりの役割を明確にし、職員が理解実践していくよう。

＊園長との面談を行い、自己評価の振り返り、個々の次年度の目標を明確にする。
2～3年目

　　　　＊３年後を目標に、対象職員全員がキャリヤアップ研修を受講する。
　　　　＊年度毎に園長との面談を行い、自己評価の振り返りを行い次年度の目標を明確
にする。
＜個人情報保護＞
　　職員一人ひとりが個人情報保護の大切さを理解し、規約を守り実施していく。
1年目

　　　　＊マニュアルを作成する
　　　　＊個人情報の取り扱いについて周知する
2～3年目

年度毎にマニュアルの見直しを行い、変更があればその都度保護者に周知する。
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